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国立大学法人山形大学                       法人番号：13 
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 教育に関する目標 

 ３ 優れた点、改善を要する点、特色あ

る点 

  （改善を要する点） 

 

【原文】 

 中期目標「教育目標の達成と教育成果の

向上のため、教員の教育業績を適切に評価

し教職員の適正な配置に努力する」につい

て、達成状況報告書には、教員の教育業績

を適切に評価し教職員の適正な配置に努力

する取組についての自己分析がなされてお

らず、中期計画の進捗状況が認められない

ことから、改善することが望まれる。 

 

【申立内容】 

 削除願いたい 

 

【理由】 

 中期目標｢教育目標の達成と教育成果の

向上のため、教員の教育業績を適切に評価

し教職員の適正な配置に努力する」につい

ては、二つの中期計画で構成されておりま

す。 

中期計画 1-1 については、達成状況報告

書に記載のとおり、平成 16 年度に教育研究

評価専門委員会を設置し評価手法の検討を

開始し、平成 17 年度に「教員の個人評価指

針」を取り纏めております。本指針では、

教育の連続性や業績の客観性及び作業負担

のバランスを考慮し、原則３年に１度評価

することになっており，各教員は，同年の

試行を経て平成 18 年度から自己点検・評価

を開始しております。これに基づく評価は，

過去３年分の業績を一括して平成 21 年度

に実施する予定です。 

【対応】 

 記載の一部を修正する。 

 

【理由】 

 正確を期すため、記載の一部を以下のと

おり修正する。  

 

「中期計画「教員の教育活動に関する評

価手法の検討を進め、教育業績の正当な評

価を行うとともに、教育能力に優れた教員

の採用を進める」について、達成状況報告

書には、教育能力に優れた教員の採用を進

める取組についての十分な自己分析がなさ

れておらず、中期計画の進捗状況が認めら

れないことから、改善することが望まれる

。」 

 

 

 

 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果
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これまでに評価基準の策定も完了し、本

評価実施に向け着実に教員評価の取組が進

行しており、評価結果の活用を含めて中期

目標の達成が見込まれているものです。こ

のため、当該中期計画は順次達成されつつ

あると考えております。 

 

（参考）教員の個人評価指針抜粋 

評価は、原則として３年に１度、

「教員個人評価調査票（項目別自己点 

検）」に基づき部局長が定める様式 

により過去３年分（ただし、研究活 

動は過去６年分）について行う。 

 

 また、中期計画 1-2 については、達成状

況報告書に記載のとおり、センターを含め

た全学の教員が、多様な分野での最新の研

究成果や自己点検・評価を踏まえ，これを

活かして教養教育に参加することにより、

教育の充実を図っております。 

ちなみに平成 19 年度は、開講コマ数 908

のうち 157 コマ（平成 16 年度は 9コマ）を

学内共同教育研究施設等の教員が担当して

おり、当該中期計画についても順次達成さ

れています。 

（参考） 

平成 19 年度教養教育開講コマ数(前後期) 
 

人
文 

教
育 

理 医 工 農 

セ
ン
タ
ー

計

コ
マ
数 

381 190 115 11 30 24 157 908

平成 16 年度教養教育開講コマ数(前後期) 
 

人
文 

教
育 理 医 工 農 

セ
ン
タ
ー

計

コ
マ
数 

364 207 117 12 33 25   9 767

＊教養教育は、人文学部、地域教育文化学

部、理学部のある小白川キャンパスで主に

実施している 

これら二つの中期計画の達成状況を踏ま

え、本学では「中期目標の達成状況は良好
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である」と判断したものです。このため、

本件については削除願いたい。 
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国立大学法人山形大学                       法人番号：13 
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 教育に関する目標 

１ 評価結果及び判断理由 

  ［判断理由］ 

 

【原文】 

「教育に関する目標」に係る中期目標（５

項目）のうち、４項目が「おおむね良好」、

１項目が「不十分」であり、これらの結果

を総合的に判断した。  

 
【申立内容】 

 【修正文案】のとおり変更願いたい。 

 

【修正文案】 

教育に関する目標」に係る中期目標（５

項目）のすべてが「おおむね良好」である

ことから判断した。 

 
【理由】 

｢改善を要する点｣に関する申立に連動し

て変更願いたい。 

【対応】 

 原案のとおりとする。 

 

【理由】 

 当該判定に関する「改善を要する点」の

申立について、「原案のとおり」としたた

め。 

 

 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果



（別紙様式２－１） 

 5

国立大学法人山形大学                       法人番号：13 
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 教育に関する目標 

２ 各中期目標の達成状況 

（４）教育の実施体制等に関する目標 

 ［評価結果］［判断理由］ 

 

【原文】 

［評価結果］ 

中期目標の達成状況が不十分である。 

［判断理由］ 

「教育の実施体制等に関する目標」の下に

定められている具体的な目標（３項目）の

うち、２項目が「おおむね良好」、１項目

が「不十分」であり、これらの結果に加え、

学部・研究科等の現況分析における関連項

目「教育の実施体制」の結果も勘案して、

総合的に判断した。  

 
【申立内容】 

 【修正文案】のとおり変更願いたい。 

 

【修正文案】 

［評価結果］ 

中期目標の達成状況がおおむね良好であ

る。 

［判断理由］ 

「教育の実施体制等に関する目標」の下に

定められている具体的な目標（３項目）の

すべてが「おおむね良好」であり、これら

の結果に加え、学部・研究科等の現況分析

における関連項目「教育の実施体制」の結

果も勘案して、総合的に判断した。 

 
【理由】 

｢改善を要する点｣に関する申立に連動し

て変更願いたい。 

【対応】 

 原案のとおりとする。 

 

【理由】 

 当該判定に関する「改善を要する点」の

申立について、「原案のとおり」としたた

め。 

 

 

 

 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果



 

国立大学法人山形大学                                  大学番号：１３  

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

Ⅲ．その他の目標 

（２）附属病院に関する目標 

 

【原文】 

平成16～19年度の実績のうち、下記の事

項に課題がある。 

 

○診療面 

・ 手術件数の増加に向けたさらなる診療

体制の充実が求められる。 

 

【申立内容】 

 削除願いたい 

 

【理由】 

手術件数については、本院病院運営委員

会や手術部運営会議における病院長並びに

手術部長のリーダーシップの下、全診療科

挙げて増加に取り組んでいます。その結果

、病院再整備事業を実施しながらも、業務

実績報告書に記載のとおり、比較的緩やか

ではありますが、手術件数は年々増加して

おります。一方で、DPC（包括評価方式）上

でも難度の高い手術を多数行っております

。 

 また、病院再整備事業が順調に進行し、

平成20年７月の新病棟完成に伴い、手術室

も９室から12室に拡充しております。更に

は、術中ＭＲＩや手術用器材自動搬送シス

テムの導入など、効率的な手術を可能とす

る診療体制の充実も図っていることから、

手術件数のさらなる増加が見込まれている

ところです。 

 これらのことから、本件については削除

願いたい。 

【対応】 

 原案のとおりとする。 

 

【理由】 

 手術件数については、病院再整備事業を

実施しながらも、緩やかではあるが件数も

増加していることは承知している。 

 病院再整備事業後の手術室増加に伴い、

これまでに取り組んできた手術増加方策を

積極的に実施しつつ、医師等の適切な配置

による診療体制の構築を図るとともに、専

門医等を養成する観点からも様々な症例数

の確保に努め、今後も手術件数の更なる計

画的な取組が必要であると判断されるため

。 
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国立大学法人山形大学                      法人番号：１３   
学部・研究科等番号・名称：７・理工学研究科                 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 研究水準 

 １．研究活動の状況 

 【判断理由】 

 

【原文】 

「研究資金の獲得状況については、科学

研究費補助金は、平成16年度から平成19年

度までの申請件数は308件、採択件数は117

件、採択率は34.7％、合計額が3億3,461万

円であり、高い水準を維持している。」 

 

【申立内容】 

 【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「研究資金の獲得状況については、科学

研究費補助金は、平成16年度から平成19年

度までの採択件数は364件、合計額が8億9,

053万円であり、高い水準を維持している。

」 

 

【理由】 

科学研究費補助金について、理学系だけ

の数値が記載されていたため、理工学研究

科全体の数値に修正する必要があるため 

【別添資料Ⅰ－Ｂ、Ⅰ－Ｃ参照】 

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 
  

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 研 究 に 関 す る 現 況 分 析 結 果


